
むらまる研ってどうなっとん？













           

　
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
子
ど
も
の
子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
ク

リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ
」。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
マ
ル
シ
ェ
に
向
け
て

準
備
を
始
め
ま
し
た
。
４
つ
の
お
店
と
劇
の
公
演
が
並
び
ま
す
。
総
勢
13
名
の

子
ど
も
た
ち
が
「
お
客
さ
ん
も
自
分
た
ち
も
楽
し
め
る
マ
ル
シ
ェ
」
を
目
指
し

て
、
本
番
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。「
こ
っ
ち
が
い
い
！
」

「
い
や
、
こ
っ
ち
で
し
ょ
！
」
と
言
い
合
い
に
な
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
活

動
後
の
振
り
返
り
で
は
「
次
は
喧
嘩
せ
ず
に
進
め
た
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も

あ
り
、
学
び
な
が
ら
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
準
備
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
ど
う
す
れ
ば
協
力
し
て
目
標
を
達
成
で

き
る
の
か
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の
皆
さ
ん
も
子
ど
も
に

戻
っ
て
、
是
非
マ
ル
シ
ェ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日
時
：
12
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

場
所
：
あ
わ
く
ら
会
館　
百
森
ひ
ろ
ば

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
今
井　
晴
菜

今
年
も
開
催
！

子
ど
も
た
ち
の
屋
台
が
な
ら
ぶ
「
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ
」
！

特
色
あ
る

教
育
通
信

西粟倉むらまるごと研究所

む
ら
ま
る
ご
と
研
究
所
通
信

                     vo
l.25

【
文
化
祭
出
展　

小
型
Ｅ
Ｖ（
電
気
車
両
）
の
試
乗
会
を
行
い
ま
し
た
】

　　

11
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）に
あ
わ
く
ら
会
館
で

開
催
さ
れ
た
「
む
ら
み
っ
け
！
文
化
祭
」
に
て
、

多
様
な
小
型
電
気
車
両
の
機
能
や
乗
り
心
地
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
頂
く
た
め
、岡
山
ト
ヨ
タ
さ
ん
の

ご
協
力
で
四
種
の
車
両
の
試
乗
会
を
行
い
ま
し
た
。

【
C
+
w
a
l
k
（
シ
ー
ウ
オ
ー
ク
）】「
歩
く
」
を

ア
シ
ス
ト
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
時
速
１
〜
６
㎞
で
動
く
一
人

乗
り
電
動
三
輪
車
。
運
転
免
許
不
要
。（
立
ち
乗
り
タ
イ
プ
／
座
り
乗
り

タ
イ
プ
）

【
C
+
P
o
d
（
シ
ー
ポ
ッ
ド
）】時
速
6
0
㎞
ま
で
出
せ
、一
般
家
庭
に

多
い
１
０
０
V
の
コ
ン
セ
ン
ト
で
充
電
可
能
な
二
人
乗
り
電
気
車
両
。

【
コ
ム
ス
】
時
速
6
0
㎞
ま
で
出
せ
る
一
人
乗
り
電
気
車
両
。

幅
広
い
世
代
に
楽
し
く
試
乗
頂
き
な
が
ら
車
両
に
つ
い
て
ご
質
問
を
頂
き
、

電
気
車
両
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
と
は
思
え
な
い
暑
さ
の
中
、
た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
！

　

C
+
P
o
d
と
コ
ム
ス
は
む
ら
ま
る
研
に
て
常
時
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
運
転
に
は
免
許
が
必
要
で
す
）
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冬
期
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
、
い
よ
い
よ
雪
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
道
路
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
除
雪
作
業
を
行
い
、
安
全
確
保

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
道
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
除
雪
作
業
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【お問合せ】保健福祉課　　　79-2233　　
【接種予約】西粟倉村診療所　79-2220

建設課　79-2231

建設課　79-2231

志
戸
坂
ト
ン
ネ
ル
が
大
雪
時
全
面
通
行
止

に
な
り
ま
す

予
防
接
種
・
予
防
接
種
費
助
成
の
お
知
ら
せ

お
願
い
！

⚠
　
路
上
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

⚠
　
道
路
敷
地
内
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
！

⚠
　
路
肩
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
用
施
設
（
獣
害
防
護
柵

　
　
や
電
気
柵
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
撤
去
を
お
願

　
　
い
し
ま
す
。
撤
去
が
難
し
い
場
合
は
、
補
強
対
策
等
を
実
施

　
　
し
て
く
だ
さ
い
！

⚠
　
庭
木
、
山
林
な
ど
の
個
人
が
管
理
す
る
立
木
竹
で
、
枝
葉
が

　
　
道
路
上
に
張
り
出
し
て
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
合
、
あ
ら
か

　
　
じ
め
枝
葉
の
剪
定
や
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
！

子宮頸がんワクチン

　小学 6 年生～高校 1 年生までの女性を対
象に、無料でワクチン接種をしています。
　また、平成 9 年 4 月 2 日～平成 18 年 4

月 1 日生まれの女性でまだ接種を受けてい
ない方も、令和 7 年 3 月まで、無料で接種
できます。

百日咳・ポリオ

　百日せきワクチン・ポリオワクチンによ
る免疫効果は次第に減っていき、5～ 6 歳に
はこれら感染症にかかりやすくなっていま
す。感染から守るためには予防接種が有効
な手段です。また、予防接種を受けることは、
重症化しやすいワクチン未接種の赤ちゃん
を守ることにもつながります。
　就学前の１年間に接種を行うことが推奨
されていることをうけ、村では、百日咳を
含む 3 種混合ワクチンとポリオワクチンの
任意接種助成を行っています。
●助成対象：就学前（１年度中）
●医療機関：西粟倉村診療所
●助成：費用全額（自己負担なし）

　昭和 37 年度～昭和 53 年度生まれの男性
は、風しん抗体検査と予防接種を原則無料
で受けることができます。
　あなたとこれから生まれてくる子どもた
ちを守るために、まだ受けてない方は、クー
ポン券の期限までにぜひ抗体検査を受けま
しょう。診療所でも受けることができます。
●対象：昭和 37 年度～昭和 53 年度生まれ
　　　　の男性
●期間：２０２４年度まで（期間が延長さ
　　　　 れました）
●未接種の方へは期間延長後のクーポン券
を再送します。以前に送付したクーポン券
もご使用いただけます。
　また、妊娠中の風しんウイルス感染が胎
児に影響を及ぼすことから、村では風しん
予防接種費用の助成を行っています。自己
負担で接種の後、助成申請をお願いします。
●助成対象：下記のいずれかを満たす方
①妊娠を希望する 16 ～ 50 歳の女性
②①と同居する方
③妊婦と同居する方
●助成：11,030円を上限とした接種費用（令
和 5 年度の助成額・年度により異なります）

風しん

帯状疱疹

　村では帯状疱疹任意予防接種助成を行っ
ています。
　西粟倉村診療所で接種の場合、助成額を
差し引いた金額での接種が可能です。
　その他医療機関において全額自己負担で
接種された場合は、申請により助成金の償
還払いを行います。
●助成対象：
　50 歳以上で、水痘ワクチン・帯状疱疹
ワクチンを接種したことがない方または下
記のいずれかを満たす方
①水痘ワクチン（生）を接種後 5 年以上経
　過している。
②帯状疱疹ワクチン（不活化）を接種後　
　10 年以上経過している。
●助成（１回あたりの助成額と接種回数）：
水痘ワクチン４０００円（１回）
帯状疱疹ワクチン１１０００円（２回）

　
こ
れ
ま
で
は
、
大
雪
に
よ
り
鳥
取
自
動
車
道
が
通
行
止
め
に
な
っ
た
場

合
で
も
志
戸
坂
ト
ン
ネ
ル
（
国
道
3
7
3
号
）
は
通
行
で
き
ま
し
た
が
、

今
冬
か
ら
鳥
取
自
動
車
道
が
通
行
止
め
と
な
る
場
合
、
志
戸
坂
ト
ン
ネ
ル

も
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
大
雪
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
鳥
取
自
動
車
道
及
び
国
道
3
7
3
号
の
通

行
止
め
に
よ
り
鳥
取
方
面
か
ら
の
帰
宅
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
降
雪
予
報
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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教育委員会　79-2216

第
２
回
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

 

10
月
28
日
（
土
）
に
第
2
回
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
天
岡
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
24
人
の
選
手
が
出
場
し
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

選
手
の
方
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
楽
し
み
な
が
ら
精

一
杯
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

教育委員会　79-2216

第
16
回
村
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

おめでとうございます！

　 　優　勝　　豊福　秀樹さん
　　準優勝　　高木　清伴さん
　　第３位　　野々上　良弘さん　

【成　績】

　

11
月
３
日
（
金
）
第
16
回
村
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、村
内
の
地
区
や
事
業
所
、ス
ポ
少
な
ど
７
チ
ー
ム
参
加
が
あ
り
、

予
選
か
ら
白
熱
す
る
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
優
勝
決
定
戦
で
は
勝

負
が
決
ま
る
展
開
で
デ
ュ
ー
ス
が
続
き
、
観
戦
者
の
声
援
も
大
き
く
大
変

盛
り
上
が
っ
た
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

おめでとうございます！

　 　優　勝　　 J r . バレーサークル
　　準優勝　　あわくら未来会議
　　第３位　　ちしゃだつ／バドミントン部

【成　績】

　
今
回
の
文
化
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
生
き
る
を
楽
し
む
自
己
表
現
で
、
村
人
が

混
ざ
り
合
う
」
で
し
た
。

　
西
粟
倉
村
内
の
50
を
超
え
る
芸
術
や
文
化
、
趣
味
、
商
い
の
出
展
者
た
ち
が
集
い
、

「
あ
の
人
こ
ん
な
魅
力
的
な
こ
と
し
て
た
ん
だ
！
」、「
こ
ん
な
魅
力
的
な
活
動
が
あ
っ

た
ん
だ
！
」
と
、
一
人
一
人
が
取
り
組
む
自
己
表
現
を
、
多
様
な
方
々
で
共
有
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
及
び
あ
わ
く
ら
会
館
で
は
、今
後
と
も
「
あ
つ
ま
る
、つ
な
が
る
、や
っ

て
み
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
地
域
住
民
が
混
ざ
り
合
い
、
村
に
住
む
一
人
ひ
と
り

の
幸
福
感
、
生
き
る
を
楽
し
む
を
推
進

し
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
西
粟
倉
を
作
る
た
め
、

世
代
間
で
共
通
の
理
念
を
共
有
し
、
高

齢
者
や
移
住
者
と
い
っ
た
枠
組
み
を
超

え
た
経
験
、
知
恵
、
創
造
性
や
情
熱
を

作
り
出
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
持

続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
未

来
の
世
代
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。   

未
来
都
市
に
し
あ
わ
く
ら

S
D
G
s

11
月
４
日
、５
日
に
か
け
て「
む
ら
み
っ
け
！
文
化
祭
」を

開
催
し
ま
し
た
。

41
第

話

地方創生推進室　79-2221

―
ご
契
約
の
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
ー

　

今
年
度
末
を
も
ち
ま
し
て
契
約
が
満
了
と
な
る
方
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

百
年
の
森
林
事
業
が
始
ま
っ
て
1
4
年
が
経
ち
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
森
林
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
優
良
な
森
林
整
備
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

西
粟
倉
村
で
は
、
た
く
さ
ん
の
森
林
所
有
者
様
か
ら
山
林
を
お
預
か
り
し
て

お
り
、
約
１
，
０
０
０
人
以
上
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お

預
か
り
し
て
い
る
私
有
林
の
面
積
は
、
全
体
の
約
半
分
の
１
，
５
７
９
h
a
に

も
及
び
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
所
有
者
様
の
施
業
費
用
の
負
担
は
一
切
な
し
で
、
昨
年
度
の
所

有
者
様
の
分
配
金
で
は
、
全
体
で
２
５
，
５
４
６
，
５
１
０
円
を
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

対
象
の
方
に
は
、
順
次
契
約
更
新
の
書
類
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
契
約
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
百
年
の
森
林
事
業
に
ご
契
約
い
た
だ
い
て

い
る
方
へ
」

産業観光課　79-2230
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総務企画課　79-2111

西
粟
倉
村
の
職
員
給
与
等
に
つ
い
て

総務企画課　79-2111

津
山
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　村職員の給与については、その適正な水準を維持するため、国・県の職員の給与や村の財
政事情に考慮しながら、議会の審議を経て決めることになっています。
　そこで、今月号では村職員の給与や職員数の状況等についてお知らせします。

（令和５年４月１日現在）

１人件費の状況（令和４年度一般会計決算） ５ 職員の初任給の状況

２ 職員給与費の状況（令和 5 年度一般会計予算）

３ 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

４ 一般行政職の級別職員数の状況

７ 部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

６ 特別職の報酬等の状況

８ 福利厚生事業について
　西粟倉村は、岡山県市町村総合事務組合に加入している。
　複数の市町村が共同して設置した互助会で共同互助会と
　いう。
【個人給付事業】
〈各種祝金〉結婚祝金 60,000 円
　　　　　  出産祝金 30,000 円（第３子以降は 50,000 円）
　　　　　  入学祝金 20,000 円（小・中・高等学校に入学）
〈弔慰金〉（組合員又は家族が死亡した時に給付）
　　　　　  組合員 500,000 円
　　　　　  配偶者 200,000 円（組合員を除く）
　　　　　  被扶養者 50,000 円（配偶者を除く）
　　　　　  同居の家族 20,000 円（被扶養者を除く）
　　　　　  実・養父母 20,000 円（前記対象者を除く）
〈災害見舞金〉組合員が災害により住居や家財に損害を受
　　　　　　  けた時に予算の範囲内で給付
〈成人病検診補助金〉脳ドックコース受診 12,000 円以内
　　　　　　　　    日帰り受診　　　　   6,000 円以内
　　　　　  　　　　婦人科検診　　　　  2,000 円以内
〈医療費補助金〉医療費１件につき自己負担金から
　　　　　　　  2,500 円を控除した額を給付
【文化体育振興事業】レクリエーション・スポーツ大会等
〈文化体育振興費〉組合員１名 2,400 円

住民基本台帳人口
(5.3.31 現在 )

給　与　費　（千円）

一般行政職（一） 一般行政職（二）

給　料

給　料
議　会

令 3 令 4 令 5
1 1 1 

10 2 10 10 

7 1 ▲17

1 1 ▲11

1 11

1 11
5 4 ▲14

6 

22 0 12121

2 ▲1

▲1

3 3 ▲1 ▲14 1
4 4 ▲1 ▲15 1

1 

5 ▲1▲156

1 1 12

27 ▲1 1 0
11 1 1 ▲2109

10 1

1 

▲2109

42 1

1 

▲34140

2627

1 1 1 

令 3 令 4 令 5

総　務
税　務
労　働
農　水
商　工
土　木
小　計
民　生
衛　生
小　計

一般行政計
教　育
警　察
消　防
小　計
病　院
水　道
交　通
下水道
その他
小　計

総　合　計

給　料 職員数（人） 対前年増減数（人）

134,081 72,869 51,745 206,950

－－－43.1歳352,987円299,832円

5,306千円

職員手当

平均給料月額

区　分
標準的な職務内容
職　員　数
構成比（％）

1年前の構成比

平均給与月額 平均年齢

１級 ２級 ４級 ５級 ６級 計３級
主事 主事 主幹 課長補佐 課長主任／係長
8人 5人 4人 5人 7人 39人10人
20.5 12.8 10.3 12.8 18.0 100

100
25.6

16.2 13.5 13.5 10.8 18.927.1

平均年齢平均給料月 平均給与月額

計（Ｂ）内期末・勤勉手当

歳出額
(A)

職員数
(A)

39 人

一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

人件費
(B)

人件費比率
(B/A)

(参考 )3年度の
人件費比率 区　分

一般
行政職

大学卒

区　分

村　長

副村長

教育長

(5年度支給割合 )
６月期 1.90月分
12月期 2.05月分

計 3.95月分
※加算措置有

(5年度支給割合 )
６月期 1.45月分
12月期 1.65月分

計 3.10月分
※加算措置有

議　長

副議長

議　員

議　長
副議長
議　員

村　長
副村長
教育長

650,000円
550,000円
520,000円

263,000円
220,000円
200,000円

給料月額等

185,200円
154,600円

196,900円
162,900円高校卒

決定初任給 採用 2年経過
給料額実質収支

1,355 人 3,483,938 169,298 474,755 13.6 12.6
千円 千円 千円 ％ ％

給
　
料

報
　
酬

福
祉
関
係
を
除
く

一
般
行
政

福
祉
関
係

特
別
行
政

報
　
酬

期
　
末
　
手
　
当

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年3月31日まで有効

性別 女

□□市長

✓

✓

✓

✓
✓

スマホやパソコンで「確定申告書等作成コーナー」から自動計算で申告書を作成できます。

✓ マイナンバーカードを使ってマイナポータル連携で控除証明書等のデータを自動入力できます。

申告のご相談は、ご自宅からお電話やチャットボットでも可能です。e-Tax で分からないことが
ある場合についてもお電話でお尋ねいただけますので、ぜひチャレンジしてください。

ＳＴＥＰ

ＳＴＥＰ

ＳＴＥＰＳＴＥＰ

１

2

3

「国税庁ホームページ」へアクセス

スマホのカメラで給与所得の源泉徴収票を撮影すれば、
金額や支払者情報などが自動で入力されます！

スマホのカメラで源泉徴収票を自動入力

　　スマートフォンやパソコンで 
　　簡単に申告書が作成できます

 申告書を作成
画面の案内に従って入力すれば、税額などが自動計算され、
簡単・便利に作成することができます。

申告書を提出
■ 国税庁ホームページからe-Tax で送信
■ 印刷して郵送等で提出

確定申告

確定申告書の
作成はこちらから ⇒

マイナンバーカード方式
【準備するもの】
①マイナンバーカード

②マイナンバーカード読取
　対応のスマートフォン

ＩＤ・パスワード方式
【準備するもの】
①ＩＤ（利用者識別番号）
②パスワード（暗証番号）

確定申告会場で、既にID・パスワード方式の届出を
提出された方は、申告書控えと一緒に受け取った
「ID・パスワード方式の届出完了通知」をご確認く
ださい。

※ID・パスワード方式はマイナンバーカード等が
　普及するまでの暫定的な対応です。

e-Tax の送信方法は２通り

確定申告会場への入場には「入場整理券」が必要です

入場整理券は国税庁のLINE 公式アカウントからも取得できます

令和５年分の確定申告はマイナンバーカードとe-Tax でさらに便利に！

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ４

入場時に申込完了画面を
提示すればＯＫ

LINE アプリから国税庁LINE 公式アカウントを友だち追加

「トーク」画面から「相談を申し込む」を選択

税務署や来場希望日時を選択

内容を確認して「申込」をタップすれば完了。

会場内の混雑緩和のため、確定申告会場への入場には、入場できる時間枠が指定された
「入場整理券」が必要です。
入場整理券は、会場で当日配付しますが、LINE を通じたオンライン事前発行も可能です。

入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。

本年は、2月16 日（金）から相談を受け付けています（３月15 日（金）まで）。。確定申告会場では
マイナンバーカードのほか、利用者証明用電子証明書（数字４桁）及び署名用電子証明書
（英数字６文字以上16 文字以下）のパスワードが必要です。

（注）人件費には、特別職に支給される報酬を含む。

（注）１   職員手当には、退職手当は含まない。
　　  ２   給与費は当初予算書に計上された額である。

（注）西粟倉村職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

広報にしあわくら 12 月号　　1819　　広報にしあわくら 12 月号　　



村 か ら の お 知 ら せ 村 か ら の お 知 ら せ

広報にしあわくら 12 月号　　2021　　広報にしあわくら 12 月号　　

俳
句

「
兼
題
」

選
者
吟

小
春
日

茶
の
花

自
由
題

両
跨
ぎ
し
て
県
境
の
時
雨
虹

あ
わ
く
ら
俳
句
教
室　

十
一
月
句
会  　

 

選
者　

乾　

北
星

○
次
回
は
十
二
月
十
七
日
（
日
）
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
あ
わ
く
ら

会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。丁
寧
に
教
え
ま
す
の
で
、初
心
者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

冬
菜
抱
き
友
訪
ね
来
し
侘
び
住
ひ　
　
　
　
　
　
　

小
椋
仁
美　
　
　

桐
一
葉
雨
の
雫
の
光
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
康
子

う
た
た
寝
の
頬
の
年
輪
小
六
月　
　
　
　
　
　
　
　

春
名
知
子

た
だ
た
だ
と
眠
る
石
亀
神
帰
月　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
竜
治

重
箱
を
下
げ
て
席
取
る
村
歌
舞
伎　
　
　
　
　
　
　

春
名
サ
ラ

熊
鈴
の
遠
の
い
て
ゆ
く
冬
の
暮　
　
　
　
　
　
　
　

乾　

沙
織

俳

句
「
元
気
」

「
寒
い
」

「
謝
る
」

「
香
り
」

「
自
由
吟
」

赤
ん
坊
元
気
な
声
の
泣
き
笑
い　
　
　
　
　

建
元　

照
子

寒
い
夜
孫
と
こ
た
つ
で
カ
ル
タ
取
り　
　
　

春
名
佳
世
子

叱
っ
た
子
寝
顔
眺
め
て
詫
び
る
親　
　
　
　

熊
見
ま
ち
こ

金
木
犀
香
り
漂
う
古
都
の
秋　
　
　
　
　
　

建
元　

照
子

風
に
の
り
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
か
な　
　

春
名
佳
世
子

ほ
っ
と
す
る
慣
れ
た
香
り
の
お
ら
が
家　
　

井
上　

吉
男

お
吸
い
物
ゆ
ず
の
香
り
の
祝
い
膳　
　
　
　

清
水　

早
苗

コ
ロ
ナ
明
け
き
ず
な
深
ま
る
文
化
祭　
　
　

清
水　

早
苗

久
し
ぶ
り
あ
わ
く
ら
音
頭
笑
顔
満
ち　
　
　

井
上　

吉
男

陽
だ
ま
り
は
ほ
っ
こ
り
嬉
し
秋
の
感　
　
　

熊
見
ま
ち
こ

粟
の
実
川
柳
社　

令
和
五
年
十
一
月
句
会
か
ら

川

柳

あ
わ
く
ら
大
学
１１
月
講
座

お
し
え
て
ね
ん
き
ん

お問合せ　
津山年金事務所　
0868-31-2360

西
粟
倉
村
消
防
団
の

装
備
更
新
の
ご
報
告

西粟倉村消防団

　
『
令
和
5
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
：
地
域
防
災
組
織
育

成
』
に
採
択
さ
れ
実
施
し
た
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
本

事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
す
。

　

林
野
火
災
対
策
用
品
「
バ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
」
2 4
基
を
各
地
区

（
班
）
2
基
ず
つ
宝
く
じ
の
助
成

金
で
整
備
し
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。
林
野
が
9 3
％
を
占
め

る
本
村
に
お
い
て
、
有
事
の
際

に
は
少
し
で
も
被
害
の
拡
大
を

抑
え
る
こ
と
が
私
た
ち
消
防
団

の
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。
装
備
だ
け
で
な
く
団
員
一

人
一
人
の
心
構
え
も
整
え
、
引

き
続
き
消
防
活
動
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

1 1
月
1 7
日
（
金
）
に
、
あ
わ
く
ら
会
館
百
森
ひ
ろ
ば
に
て
1 1
月
講

座
を
行
い
ま
し
た
。「
家
庭
の
科
学
実
験
講
座
」
と
題
し
ま
し
て
、

一
般
社
団
法
人
N
e
s
t
の
福
岡
要
さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

家
庭
に
あ
る
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ク
エ
ン
酸
や
重
曹
、
調
味
料

な
ど
身
近
な
も
の
を
使
い
、
水
と
油
の
瓶
に
混
ぜ
た
ら
ど
う
な
る
の

か
、
青
色
の
お
茶
に
混
ぜ
た
ら
何
色
に
か
わ
る
の
か
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
実
験
を
行
い
ま
し
た
。「
こ
れ
を
使
う
と
色
が
変
わ
り
そ
う
」

「
こ
れ
は
い
つ
も
掃
除
で
使
っ
て
い
る
か
ら
こ
れ
か
な
」
な
ど
相
談

し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
の
回
答
を
決
め
、
発
表
を
し
ま
し
た
。
実
験

の
あ
と
は
、
な
ん
で
そ
う
な
っ
た
か
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま

る
で
学
校
の
理
科
の
授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
で
し
た
。
い
つ
ま
で

も
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る
大
学
生
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

教育委員会　79-2216

◆
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
◆

【
遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
】

①
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
者
。

②
前
年
の
所
得
額
が
「
４
，７
２
１
，０
０
０
円
＋

扶
養
親
族
の
数×

3 8
万
円※

」
以
下
で
あ
る
者
。

　

※

同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
7 0
歳
以
上
の
者
又

は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
4 8
万
円
、
特
定
扶
養

親
族
又
は
1 6
歳
以
上
1 9
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
場

合
は
6 3
万
円
。

た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
由
に
該
当
し
た

場
合
は
、
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き　

②
年
金
が
全
額
支
給
停
止
の
と
き　

③
刑
事
施
設
等
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
と
き

＊
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
上

記
の
支
給
要
件
を
満
た
し
、
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
認
定
請
求
と
い
う
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
未
請
求
の
方

に
は
随
時
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
給
付
金
の
請
求

手
続
き
に
必
要
な
書
類
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
分
を
活
用
し
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

や
そ
の
他
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の
方
に
、

生
活
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
対
象
者

【
老
齢（
補
足
的
老
齢
）年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
】

①
6 5
歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

者
。

②
請
求
さ
れ
る
方
の
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
者
。

③
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額
の
合

計
が
８
７
８
，９
０
０
円
以
下
で
あ
る
者
。

【
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
】

①
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
者
。

②
前
年
の
所
得
額
が
「
４
，７
２
１
，０
０
０
円
＋

扶
養
親
族
の
数×

3 8
万
円※

」
以
下
で
あ
る
者
。

　

※

同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
7 0
歳
以
上
の
者
又

は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
4 8
万
円
、
特
定
扶
養

親
族
又
は
1 6
歳
以
上
1 9
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
場

合
は
6 3
万
円
。



広報にしあわくら 12 月号　　22

● 人口　1,351人（-1）  

● 世帯　605戸 （+2）

令和5年11月1日現在の動き人の動き 10月中の移動

出生
死亡
転入
転出

　●  男  643人   （+1）

●  女   708人   （-2） 

0 人
1 人
2 人
2 人

社協だより地域福祉推進
のために

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

老人クラブ連合会だより

身体障害者福祉協会より

　西粟倉村身体障害者福祉協会では、「今年度は、
楽しく活動をしよう」ということで、大相撲真庭巡
業を見に行きました。力士との距離が近く、迫力の
ある相撲を見ることができました。楽しい一日を過
ごすことができました。

　西粟倉村老人クラブ連合会では、今年度も次世代育
成支援（世代間交流）事業として１０月２６日（木）
老人クラブ会員 19 名と西粟倉幼稚園ぞう組の園児 10

名が「吊るし柿づくり」に挑戦し、老人クラブ会員と
園児が一緒になって、約 800 個の柿の皮をむき、紐に
吊るす作業を行いました。出来上がった柿は、自宅に
持ち帰り、風通しの良い場所で乾燥させたら出来上が
りです！おいしい干し柿ができるといいですね！
　当日は、園児たちが法被姿でお神輿を担いでの登場
で、会場がほっこりとした雰囲気でした。

　11 月 2 日（木）に社協杯囲碁ボール大会をあわくら会館百森ひろばで開催しました。16 チーム７４名の参
加があり、大会前に各チーム練習をして今大会に臨まれており、チームワークがよく、応援にも熱が入って大
いに盛り上がりました。全員参加でおしゃべりにも花が咲いていました。

おめでとうございます！

 

 

 

毎月広報係が内容を精査し、掲載の可否を決定します。（15日頃までの投稿を次号へ掲載）
事業性のある広告は一般チラシとして有料で折り込みを受け付けています。留意事項

［ 投 稿 方法 ］
・パソコン・スマートフォンから…
西粟倉村役場ホームページにアクセス→ 画面上「お問い合わせ」→「村民掲示板」へ

・あわくら会館内（図書館受付）に設置してある掲示板用紙を投稿箱へ

村民掲示板ページ QRコード

や
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■ 亡くなられた方

江見　省三　様　  （影石）　11月6日    77歳
尾関　秀雄　様　  （谷口）　11月7日    98歳

優　勝　ニコニコ A　チーム
準優勝　ぽんぽこ B　チーム　
第３位　天  岡  会 B　チーム
優　勝　金田　健治さん（大　茅）
準優勝　榎原　勝義さん（筏　津）
第３位　青木あや子さん（別　府）

【団体戦】

【個人戦】担当課 事業名 施工場所 落札業者名 契約金額（千円）
産業観光課 令和５年度小中学校いきいきふれあいセンター太

陽光・蓄電池・充放電設備設置工事設計業務委託
影石・長尾 (株)綜企画設計 13,860

建設課 小規模林道整備事業 林道ダルガ峰線 (有)小松組 8,756

建設課 林道大茅線改良工事 林道大茅線 大茅土建(有) 20,515

建設課 村道長尾線幅員改良工事測量設計業務委託 村道長尾線 (株)大成コンサルタント 11,000

建設課 村道橋梁点検業務委託 村道7橋 (株)浪速技研コンサルタント中国支店 2,970

入札状況

善意の窓 令和5年10月15日　～　令和5年11月16日

● お悔やみ申し上げます 影石　新城　都　様　　　母　江見信子　様　　香典返し

影石　江見　秀樹　様　　父　省三　様　　　　香典返し

谷口　春名　佳基　様　　父　達也　様　　　　香典返し
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と
森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携
により実現した「森の町内会－間伐に寄与する
紙－」を使用しています
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図書館休館日

図書館休館日

むlaboのオープンデー（むlabo（旧JA））

PICK　UP ！

　令和 5 年 11 月 19 日（日）に、ノルディックウオー
キング体験会を開催しました。ノルディックウオーキ
ングは、ポールの使用により、下肢だけでなく上半身・
体幹も鍛えることのできる、全身を使うウオーキン
グです。体験会では、基本の指導を受けた後、谷口～
塩谷の間を歩きました。参加された皆さんは、普通
のウオーキングを越える効果を実感されていました。

教育委員会・保健福祉課

秋の紅葉　ノルディックウオーキング体験会

　９月３０日 ( 土 )、１０月１日 ( 日 ) に大阪府立門
真スポーツセンターで第２６回全国ヤングクラブバ
レーボール大会が開催され、西粟倉中学校２年生野
田紗希さん所属のシーガルズジュニアが見事女子の
部で優勝し、青木村長、役場職員に優勝した表彰状
と輝いたメダルを披露しました。
　野田紗希さんから「皆さんの応援のおかげで優勝す
ることができました。応援ありがとうございました。」
　今後とも活躍する姿を期待しております。　

教育委員会

祝全国優勝　第 26 回全国ヤングクラブ
バレーボール大会に出場！




